食物アレルギーってなんだろう？１０　　　長谷川クリニック　長谷川　浩

（北海道国民健康保険団体連合会発行　北海道の国保20010年2月号）
食物アレルギーのイメージ２　　種々の要因の積み重ねで発症
前回に引き続き食物アレルギーに対する私のイメージをお話しします。今回は、症状に至るまでの要因についてです。ストレスの多い仕事で行ったのに、外国ではアレルギー症状がすっかりとれた人がいます。向こうでは大丈夫な食物だったのに、帰国して食べると症状が再燃しました。この原因は不明ですが、他の慢性疾患と同様、アレルギー疾患の発症には種々の要因が絡んでいるのは確かです。この中心は食物、吸入性や接触性のアレルゲン(アレルギーの原因物質)ですが、アレルゲン以外の要因にも影響力に大きな個人差があります。各要因の〔量×強度〕の積み重ねがある閾値を超えると症状を現してきますが、これをイメージしたのが名古屋の道端正孝医師の図(一部改変)です。
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アレルゲン以外の要因
　心の持ち方が変わるだけで症状が軽くなる人がいます。しかし、精神的ストレスを過大視すると、大きな要因を見逃すことがありますので注意が必要です。感染症では、感冒が引き金で鼻炎が長引いたり喘息発作が誘発されます。皮膚が弱いアトピー性皮膚炎では、ウイルス(ヘルペス)、細菌(膿痂疹)、真菌(カンジダ)が付きやすいですし、その感染のせいで症状が悪化します。季節では、乾燥タイプが冬に、汗疹タイプが夏に悪化します。発汗は、湿疹の悪化、体力消耗や電解質の喪失に注意が必要ですが、アレルギーの優れた改善要素になります。便秘は代表的な悪化因子です。排泄すべきヒスタミンの再吸収も一因と考えられます。運動は、特殊な場合を除き、積極的に勧めたほうが良い結果が出ます。ある種の化学物質が、アレルギーの引き金や悪化因子になるという報告があります。妊娠や月経前に悪化する女性が見られますが、ホルモンのバランスも影響するようです。

アレルゲン同士の積み重ねで
　20年前、除去食で難治だったアトピー性皮膚炎の5ヶ月男児が入院すると、みるみる症状が良くなりました。検査でダニ・カビが陽性だったため、自宅を大掃除してもらい１週間の予定で外泊しました。3日しても悪化しないので、母親は食物を一辺に色々食べてみました。すると激しい症状が再燃してしまい、早々に外泊を切り上げました。退院後は、食事療法と環境整備を続けて、悪化することもなく順調に成長しました。数年後の学会で、経験豊富な臨床医が「アトピー性皮膚炎は食事療法だけで6割、ダニ対策だけでも6割治ります。両方対策するともっとよくなります。」と発言するのを聴いて納得しました。

種々の要因が積み重なって
　昨年お話ししたA君は、豚肉と鮭以外に、下痢をすると鶏卵、牛乳、大豆にも反応しました。前回にお話しした食物依存性の運動やアスピリン誘発アナフィラキシーも、食物アレルゲンと運動やアスピリン(サリチル酸の多い食品)の組み合わせで起こります。運動の代わりに飲酒や食後の入浴、風邪でも起きますが、これらは皆、アレルゲン+他の要因の積み重ねで起こる例です。昨年12月の日本小児アレルギー学会で、食物と花粉アレルゲンの絡んだ報告が二題ありました。

○演題O-92；島野姿野「もやし(ちゃんぽん)で喉頭浮腫、意識障害のアナフィ　　ラキシーショックを起こした11才男児は、シラカバ・ハンノキ花粉の飛散時期には明らかに症状が強かった。」

○演題O-95；中村利美「12才男児が、米とネギを食べて屋外を走ると眼瞼浮腫、鼻漏、喘鳴、蕁麻疹のアナフィラキシーを呈したが、イネ科花粉の飛散期に限定されていた。」

これらは、最初に豆知識（コラム）で紹介した花粉フルーツ症候群の特殊例で、交叉反応を起こす両方のアレルゲンが積み重なった例です。今回の豆知識では、同じ交叉反応でも、これより重篤になりやすいラテックス・フルーツ症候群を紹介します。

原因対策は総合的に考えて
　アレルギー疾患を発症させ増悪させる因子はたくさんあります。アレルゲンに限らず、その強さは人により要因により驚くほど違います。それらを完璧に取り除くのが困難な例が増えています。その人にとって大きな要因を見つけ出し、日常生活で有効かつ実践可能な対策の立案が私の目標です。
